
おおいたの経済と経営 2022.4 付録

県内企業の景況意識調査
（第180回）

＊ 2022年　  1～3月期〈Ⅰ期〉の実績見込み
＊ 2022年　  4～6月期〈Ⅱ期〉の見通し

＊2022年　  1～3月期〈Ⅰ期〉の実績見込み

製　造　業………２期連続で改善

卸・小売業………卸売業・小売業ともに悪化

建　設　業………前期から改善

サービス業………４期ぶりに悪化

サービス業で大幅に悪化

　今期（2022年１～３月期〈Ⅰ期〉）の業況判断BSIは、前期比20.4ポイント
低下の▲29.6となった。業種別のBSIは『建設業』『製造業』の２業種で改善し、
『卸・小売業』『金融・不動産業』『運輸業』『サービス業』の４業種で悪化した。
　新型コロナウイルス感染症の再拡大を受け、サービス業で業況判断BSIが大
幅に悪化した。一方、建設業や製造業では改善が見られたが、原材料仕入価格
高騰を経営上の課題としてあげる企業の割合が高くなっている。
　来期（2022年４～６月期〈Ⅱ期〉）の業況判断BSIは、今期比20.4ポイント
上昇の▲9.2となる見通し。業種別のBSIは、『製造業』『卸・小売業』『金融・
不動産業』『運輸業』『サービス業』の５業種で改善し、『建設業』の１業種で悪
化する見通しである。
　来期は、今期拡大した感染症の影響が次第に和らぐとの見方から「よくなる」
と回答した企業の割合が増加しており、業況判断BSIは改善する見込み。
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サービス業で大幅に悪化
◎業況判断
【今期】（２０２２年１～３月期〈Ⅰ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲２９．６（前期比▲２０．４㌽）
＜内訳＞
・よくなった ８．２％（前期比▲ ６．２㌽）
・悪くなった ３７．８％（前期比＋１４．２㌽）
・変わらない ５４．１％（前期比▲ ７．９㌽）
＜業種別＞
・前期比改善：２業種（『建設業』『製造業』）
・前期比悪化：４業種（『卸・小売業』『金融・不動

産業』『運輸業』『サービス業』）

感染症の再拡大を受け、サービス業で業況判断
BSI が大幅に悪化した。一方、建設業や製造業では
改善が見られたが、原材料仕入価格高騰を経営上の
課題としてあげる企業の割合が高くなっている。
来期は、今期拡大した感染症の影響が次第に和ら

ぐとの見方から「よくなる」と回答した企業の割合
が増加しており、業況判断BSI は改善する見込み。

【来期】（２０２２年４～６月期〈Ⅱ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲ ９．２（今期比＋２０．４㌽）
＜内訳＞
・よくなる １８．４％（今期比＋１０．２㌽）
・悪くなる ２７．６％（今期比▲１０．２㌽）
・変わらない ５４．１％（今期比± ０．０㌽）
＜業種別＞
・今期比改善：５業種（『製造業』『卸・小売業』『金

融・不動産業』『運輸業』『サービス
業』）

・今期比悪化：１業種（『建設業』）

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲１６．２（前期比▲１７．２㌽）

４業種で悪化
収益ＢＳＩ ：▲２７．０（前期比▲１９．１㌽）

４業種で改善
【来期】
売上高ＢＳＩ：▲１０．２（今期比＋ ６．０㌽）

４業種で改善見通し
収益ＢＳＩ ：▲２２．１（今期比＋ ４．９㌽）

４業種で改善見通し

全 産 業 （１９７社）

― １ ―
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◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲１３．０（前期比▲ ８．３㌽）

３業種で減少
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲３４．６（前期比▲ ７．５㌽）

４業種で減少
【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲ ９．９（今期比＋ ３．１㌽）

◎経営上の問題点
１位：「売上不振」（４０．４％）
２位：「原材料仕入価格高騰」（２１．８％）
３位：「人手不足」（１２．４％）
４位：「人材不足」（９．３％）
５位：「競争激化」（４．７％）
業種別にみると、「売上不振」と回答した割合は、

『サービス業』が６９．７％と特に高い。「原材料仕入価格
高騰」は『運輸業』で４２．９％と最も高くなっている。

◎設備投資実施割合
【今期】
実施企業の割合：３７．１％（前期比▲ ３．２㌽）

５業種で減少
＜投資目的＞
１位：「補修・更新」（５５．６％）
２位：「合理化・省力化」（１３．９％）
３位：「生産能力の拡大・売上増加」（１１．１％）
４位：「事業転換・経営多角化」（５．６％）

【来期】
実施予定企業の割合：３３．０％（今期比▲ ４．１㌽）

４業種で減少見通し
＜投資目的＞
１位：「補修・更新」（６５．１％）
２位：「生産能力の拡大・売上増加」（１１．１％）
３位：「合理化・省力化」（７．９％）

◎「令和４年度（２０２２年度）の採用予定」について
今回の調査において、「令和４年度（２０２２年度）の

採用予定」について尋ねたところ、「新規卒業者を採
用する」が３６．５％、「中途採用を予定している」が
２２．８％、「採用しない」が２３．４％、「未定」が１４．７％と
なった。
１年前の「令和３年度（２０２１年度）の採用予定」に

ついての調査と比較して、「新規卒業者を採用する」が
３．０ポイント増加し、「中途採用を予定している」が１．８
ポイント増加した一方、「未定」が４．８ポイント減少した。

― ２ ―
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２期連続で改善
◎業況判断
【今期】（２０２２年１～３月期〈Ⅰ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲２０．０（前期比＋ ２．２㌽）
＜内訳＞
・よくなった １０．８％（前期比＋ １．１㌽）
・悪くなった ３０．８％（前期比▲ １．１㌽）
・変わらない ５８．５％（前期比＋ ０．２㌽）
＜業種別＞
・前期比改善：４業種（「鉄・非鉄・金属」「機械」

「木材・家具」「印刷・出版」）
・前期比悪化：３業種（「化学・石油」「食料品」

「その他」）
・前期比不変：１業種（「窯業・土石」）

感染症の再拡大により需要が減少した「食料品」
が悪化した一方、堅調な受注に支えられた「鉄・非
鉄・金属」が改善したほか、「機械」において自動
車生産台数の回復を受け、業況判断BSI が改善し
た。ただし、原材料仕入価格が高騰していると回答
する企業の割合は、依然として高い。

【来期】（２０２２年４～６月期〈Ⅱ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲ １．６（今期比＋１８．４㌽）
＜内訳＞
・よくなる ２４．６％（今期比＋１３．８㌽）
・悪くなる ２６．２％（今期比▲ ４．６㌽）
・変わらない ４９．２％（今期比▲ ９．３㌽）
＜業種別＞
・今期比改善：４業種（「鉄・非鉄・金属」「食料品」

「木材・家具」「その他」）
・今期比悪化：２業種（「機械」「印刷・出版」）
・今期比不変：２業種（「化学・石油」「窯業・土石」）

来期は、行動制限が緩和されるとの見方から、
「食料品」において業況判断BSI が今期よりも改善
する見通しであり、全体の業況判断BSI も今期と
比べ改善する見通しである。

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲ ７．７（前期比＋ ４．８㌽）
収益ＢＳＩ ：▲１５．６（前期比＋ １．０㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：± ０．０（今期比＋ ７．７㌽）
収益ＢＳＩ ：▲ ７．８（今期比＋ ７．８㌽）

製 造 業 （６５社）

― ３ ―
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卸売業・小売業ともに悪化
◎業況判断
【今期】（２０２２年１～３月期〈Ⅰ期〉）
『卸売業』
業況判断ＢＳＩ：▲２７．０（前期比▲１１．０㌽）
＜内訳＞
・よくなった １１．５％（前期比▲ ０．５㌽）
・悪くなった ３８．５％（前期比＋１０．５㌽）
・変わらない ５０．０％（前期比▲１０．０㌽）

『小売業』
業況判断ＢＳＩ：▲４２．３（前期比▲３２．９㌽）
＜内訳＞
・よくなった ７．７％（前期比▲ ４．８㌽）
・悪くなった ５０．０％（前期比＋２８．１㌽）
・変わらない ４２．３％（前期比▲２３．３㌽）

感染症の再拡大によって観光関連商品を取り扱う
企業などで業況が悪化しており、卸売業、小売業と
もに業況判断BSI が悪化した。

【来期】（２０２２年４～６月期〈Ⅱ期〉）
『卸売業』
業況判断ＢＳＩ：▲２３．１（今期比＋ ３．９㌽）

『小売業』
業況判断ＢＳＩ：▲３８．５（今期比＋ ３．８㌽）

業況判断BSI は今後原油価格高騰の影響が拡大
するとの懸念から低水準となっているものの、卸売
業、小売業ともに改善する見通しである。

◎卸売業：売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲２３．１（前期比▲１５．１㌽）
収益ＢＳＩ ：▲２３．１（前期比▲ ３．１㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲ ７．７（今期比＋１５．４㌽）
収益ＢＳＩ ：▲２３．１（今期比± ０．０㌽）

◎小売業：売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲１１．６（前期比▲１４．７㌽）
収益ＢＳＩ ：▲４２．３（前期比▲２０．４㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲３０．８（今期比▲１９．２㌽）
収益ＢＳＩ ：▲４６．２（今期比▲ ３．９㌽）

卸・小売業 （５２社）

― ４ ―
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B S IB S I

前期から改善
◎業況判断
【今期】（２０２２年１～３月期〈Ⅰ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲１１．５（前期比＋ ８．５㌽）
＜内訳＞
・よくなった ０．０％（前期比± ０．０㌽）
・悪くなった １１．５％（前期比▲ ８．５㌽）
・変わらない ８８．５％（前期比＋ ８．５㌽）

業況が「悪くなった」と回答する企業が減少した
ことで、業況判断BSI は前期比で改善した。一方、
業況が「よくなった」との回答は、前期と同様に見
られなかった。
また、経営上の問題点として仕入高騰を挙げる企

業の割合が大きく上昇しており、人手不足をわずか
に上回った。

【来期】（２０２２年４～６月期〈Ⅱ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲２７．０（今期比▲１５．５㌽）
＜内訳＞
・よくなる ３．８％（今期比＋ ３．８㌽）
・悪くなる ３０．８％（今期比＋１９．３㌽）
・変わらない ６５．４％（今期比▲２３．１㌽）

来期は改善する要素に乏しく、売上高BSI と収
益 BSI、業況判断BSI はいずれも悪化する見通しで
ある。

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：＋１５．４（前期比＋１９．４㌽）
収益ＢＳＩ ：± ０．０（前期比＋１２．０㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲４８．０（今期比▲６３．４㌽）
収益ＢＳＩ ：▲６４．０（今期比▲６４．０㌽）

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲１２．０（前期比＋ ４．０㌽）
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲６５．０（前期比▲ ５．９㌽）

雇用者数の現状BSI が２期連続で低下するなど
人手不足が強まる中、所定外労働時間BSI は３期
連続の上昇となった。

【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲２４．０（今期比▲１２．０㌽）

建 設 業 （２６社）

― ５ ―
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B S IB S I

４期ぶりに悪化
◎業況判断
【今期】（２０２２年１～３月期〈Ⅰ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲５５．９（前期比▲７３．４㌽）
＜内訳＞
・よくなった ５．９％（前期比▲２６．６㌽）
・悪くなった ６１．８％（前期比＋４６．８㌽）
・変わらない ３２．４％（前期比▲２０．１㌽）

サービス業のうち観光関連の１８社では、「よく
なった」と回答した企業はなく、「悪くなった」と
回答した企業は前期比７９．４ポイント増の９４．９％だっ
た。観光関連以外（１６社）では、「よくなった」と
回答した企業が１２．５％、「悪くなった」と回答した
企業が２５．０％だった。感染症の再拡大を受け、１月
２７日～２月２０日に県内で初めてまん延防止等重点措
置が適用されたことで、観光客が急激に減少し、前期
回復基調にあった観光関連で業況が著しく悪化した。

【来期】（２０２２年４～６月期〈Ⅱ期〉）
業況判断ＢＳＩ：＋ ８．８（今期比＋６４．７㌽）
＜内訳＞
・よくなる ２９．４％（今期比＋２３．５㌽）
・悪くなる ２０．６％（今期比▲４１．２㌽）
・変わらない ５０．０％（今期比＋１７．６㌽）

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲６１．７（前期比▲８４．８㌽）
収益ＢＳＩ ：▲５２．９（前期比▲７８．６㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲ ２．９（今期比＋５８．８㌽）
収益ＢＳＩ ：▲ ２．９（今期比＋５０．０㌽）

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲４２．４（前期比▲４７．５㌽）
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲１５．４（前期比＋ ０．２㌽）
【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲ ３．０（今期比＋３９．４㌽）

サービス業 （３４社）

― ６ ―



B S I とは

ＢＳＩとは “Business　Survey　Index” の略

　企業経営者の業況に関する判断や景気見通しを “よくなる・よくなった”、“変わらない”、

“悪くなる・悪くなった” という３つの形式で回答を求め、これを数値であらわしたもので

ある。

　ＢＳＩは次の数式で求められる。

①〔よくなる〕＋〔変わらない〕＋〔悪くなる〕＝100％とする

②〔変わらない〕の回答分を除く

③ ＢＳＩ＝〔よくなる〕－〔悪くなる〕

ＢＳＩが前期を上回れば景気は改善、前期を下回れば悪化という見方をする。

おおいたの経済と経営　　 NO.379　4月号付録　2022年３月25日発行（毎月１回25日発行）
発行所　株式会社大銀経済経営研究所　〒870-0035　大分市中央町２丁目９番22号　大分中央町ビルディング７階
TEL (097) 533-8111　　　編集発行人　衛藤　健　　　印刷所 株式会社 佐伯コミュニケーションズ

調査の概要

　当調査は、大銀経済経営研究所、大分信用金庫、大分県
産業創造機構の三者合同によるアンケート調査である。

◎調 査 時 点 　　2022年２月20日
◎調査の内容
　・自社の景況の実績と見通し
　・売上高と収益の実績と見通し
　・設備投資実施割合
　・経営上の問題点など
◎調 査 対 象
　・県内に本社または出先事業所を有する企業433社
◎回答企業数 　　 197社
　・回答率 　　 45.5％
　・規模別割合
　　　資本金１千万円未満・個人  7.6％
　　　資本金１千万円～１億円未満 59.4％
　　　資本金１億円以上 15.7％
　　　無回答 17.3％
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